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水分は蒸発

用紙
紙の繊維

油分
水分
顔料

私たちが普段学校で何気なく読
んでいるプリント類や教科書

は、すべて印刷されたものですが、
その本質は「情報の伝達」です。今
回見てきたように、時を経るごとに
印刷技術は進歩し、簡単に大量印刷がで
きるようになりました。現代の印刷機を使
えば、伝えたいメッセージをどんな紙にも
印刷できる上、手を汚さずにあっという間
に大量の人に配ることができます。伝えた
いことがある人のニーズに、技術の進化で
応えてきたことが、印刷機が長く使われて
いる理由といえるでしょう。

印刷機で使用
されるインク

は「エマルジョンイ
ンク」と呼ばれます。
油の中に水が分散
した状態で保たれて
いますが、印刷した
瞬間に水と油が分離
し、油分と顔料（色
素）だけを紙に残して水分が蒸発するのです（上
図）。速く乾き、温度による影響を受けにくいの
が特長です。

学校で謄写式の
印刷機が大活躍！
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製版機の登場で
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デジタル印刷機で
超性能アップ！
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みんなの学校では、どんな印刷機でプリントがつくられているのだろう？
今回はメカが大好きなプリ太くんが、ちょっと昔にタイムスリップ！
学校ではこれまでどのように印刷物がつくられていたか、
印刷の歴史を見てきたゾ。昔の印刷機ってオモシロイ！
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ナルホド！

印刷おもしろ
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アナログからデジタルへ
機械は進化しても、謄写
式の印刷のしくみは同じ。
シンプルできれい、コス
トも安い優れた印刷方法
なんだね！

※次号（11 月号）はデジタル
印刷機の最新性能や、未来の
印刷技術を紹介するゾ！

お楽し
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昔の印刷機って
どんなの？

尊敬する人は
グーテンベルク
プリ太君

vol.2vol.2

明治～昭和中期

昭和後期～現代

昭和30年代～

①謄写版と印刷のしくみ
原紙（表面にロウを塗った薄い紙）に鉄筆で文字を書くと
小さな穴があき、その穴からローラーでインクを押し出し
て紙に転写する（孔版印刷）。鉄筆で文字を書くとき、ガ
リガリ音がするから「ガリ版印刷」とも呼ばれた。

②謄写印刷機
鉄筆で原紙に文字を書き、版をつくる
ところまでは①と同じだが、それをこの
手回し式の印刷機にかけることで印刷
はよりカンタンに。その後電動化されさ
らにスピードアップした。（写真提供／
謄写技術資料館）

原紙

ヤスリ版

鉄筆 インク
ローラー

用紙（20〜 30枚）

原紙

最新モデルの１つ。ボタンを押すだ
けで自動的に原稿を読み取って版が
作成され、印刷スタート。両面印刷
はもちろん、2色印刷もできる最新
機種もある。
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最新式！

「わら半紙」ってワラでできた紙！？

印刷用のインクってどんなもの？

デジタル印刷機とコピー機、どっちが省エネ！？

なぜ印刷機はこんなにも長い間、使われているの？

学校のプリントなどに使われる薄茶
色のわら半紙。もともと稲や麦のワ

ラを原料として、明治期に生産が始まりま
した。今では原料にワラは使われていませ
んが、主に木材パルプや古紙からつくられ
る中質紙（コピー用紙などの上質紙より品
質の低い紙）やザラ紙などは、昔と同じよ
うに「わら半紙」と呼ばれています。

コピー機は、スキャナで読み取
った原稿通りに紙にトナー（粉

状のインク）をつけ、それをヒーター
の熱で溶かし定着させて印刷します。
デジタル印刷機は、コピー機のように
熱源のヒーターがいらないので、使う
電気が少なくてすみます。
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デジタル印刷機 コピー機

310W
（コピー機の
約1/5程度）

1500W

消費電力の比較例

わら半紙に印刷された
「学校だより」
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③初期の製版機の	
しくみ
左右のドラムに原紙と原
稿を巻きつけ、光セン
サーで読み取った原
稿を電気信号にして送
ることで、原稿通り原

紙に穴をあけていく。出来
上がった版は②で印刷された。（写真は昭和 30 年代の自
動製版機。提供／謄写技術資料館）

全国の小学校の印刷室で、今日も先
生たちがデジタル印刷機を使って配
布物を制作しているゾ。（写真／豊
島区立目白小学校）
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現在の印刷
機のインク

（最大消費電力）

光センサー
元原稿の白黒を光の反
射で読みとり、電気信
号にして製版機に送る 読みとり電気

が移動しなが
ら照射する
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原紙を巻きつけてある

針は移動する

同軸ドラム

電気信号

インクの
イメージ図


